
■ 概 要 

★Ｈ８/3068Ｆ（又は 3069F）使用（20ＭＨｚ駆動）、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ書込み済み即使用可能。 

★指定したメールアドレス（パソコンや携帯電話等）へ簡単な固定した件名と本文のEメール 

  を送信するボードです。（受信はしない送信専用ボードです。） 

★常時接続状態のインターネットとプロバイダ契約したメールアドレスが有れば、ＬＡＮに接 

  続するだけでパソコン無しで、即使用可能な単独動作ﾒｲﾙ･ﾎﾞｰﾄﾞです。 

★ＬＡＮ（10 Base,ｺﾝﾄﾛｰﾗｰ RTL8019AS ） 

★ 送信タイミング （１６のｲﾍﾞﾝﾄ・ﾀｲﾐﾝｸﾞで送信可能です） 

  ・デジタル入力：基板上ｽｲｯﾁ入力（外部イベント入力有り）により送信。 ８ＣＨ 

・アナログ入力：ｱﾅﾛｸﾞ値（0-1024、0-5ＶＤＣ）指定値にて送信。 ８ＣＨ 

  (例：温度が指定した温度に上昇/又は下降した時に送信する。) 

各ＣＨ毎に送信先メールアドレスを指定可能（送信ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽは、８個まで登録可能） 

但し、ＣＣＣ（同報送信）は出来ません。 

★ 面倒な IP ｱﾄﾞﾚｽや DNS ｱﾄﾞﾚｽは DHCPで自動取得。手動による IP ｱﾄﾞﾚｽの設定はDIP 

  ｽｲｯﾁによるﾊｰﾄﾞ簡単設定。（192.168.は固定） 

★各種設定（ﾃﾞｰﾀｰは EE-PROM93C86 に保存、不揮発）はﾊﾟｿｺﾝのﾌﾞﾗｳｻﾞから行います。 

 ・プロバイダー設定：ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞｰ ID、 パスワード。 

 ・メール設定：STMP server, mail address from, POP3 server, User ID, PASSWORD。   

 ・送信先アドレス設定：８アドレスまで（半角英数字４８文字まで）登録可能 。 

 ・件名：漢字６文字まで（半角英数字１２文字まで）登録可能 

 ・本文：漢字１２文字まで（半角愛数字２４文字まで）登録可能 

 ・ﾃﾞｼﾞﾀﾙ（ｽｲｯﾁ）ﾄﾘｶﾞ入力設定：入力がＬ/Ｈ何れで送信するか。 

 ・ｱﾅﾛｸﾞﾄﾘｶﾞ入力設定：上限/下限何れで送信するか。ｽﾚｯｼｮﾙﾄﾞ値設定(0-1024)。 

◎用途例：工場等の機器警報報知、自宅/会社等のｾｷｭﾘﾃｨｰ通報、ﾎｹﾍﾞﾙ的に個別呼び出し、独居老 

      人や病気で寝ている方等の緊急連絡等々。 

■ 緒  元 

処理ＣＰＵ H8/3068(又は3069F) 

CPUクロック 20 MHz 

LANｺﾝﾄﾛｰﾗｰ RTL-8019AS(NE2000ｺﾝﾊﾟﾁﾌﾞﾙ) 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ入力 ８CH,  10KΩにて5Vﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ 設定によりH時又はL時ｲﾍﾞﾝﾄ感知 

 基板上にﾀｸﾄｽｲｯﾁにて入力（ｲﾍﾞﾝﾄ「H-＞L」のみ）、 外部入力ｺﾈｸﾀ有り 

ｱﾅﾛｸﾞ入力 ８CH、 1MΩにてﾌﾟﾙﾀﾞｳﾝ 

 入力電圧0-5V, 外部入力ｺﾈｸﾀにて入力 

 設定により設定上限値又は設定下限値時ｲﾍﾞﾝﾄ感知 

 ｽﾚｼｮﾙﾄﾞﾚﾍﾞﾙ値､ﾋｽﾃﾘｼｽ値 設定可能 

RS232C通信 57600boud ﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟ等H8ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ書き込み専用（ｵﾌﾟｼｮﾝ） 

ﾒﾓﾘｰ EE-PROM  93C46（MACｱﾄﾞﾚｽ用）、93C86（設定ﾃﾞｰﾀ用） 

電    源 ８～２４ＶＤＣ 約60mA  

基板寸法 100mm x 70mm 54ｇ 

 注  意  

・ このボードは E-メール送信専用です。ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞｰのﾒﾝﾃﾅﾝｽ等でﾒｰﾙｻｰﾊﾞｰの動作停止や諸処の事情により 

 ﾒｰﾙが送信できない、またはｴﾗｰを返された場合には対処出来ませんので、確実に送信出来ない場合も有り 

 得ますのでご了承下さい。 又、ＲＴＣ等の時計を持っていませんのでﾒｰﾙには送信日時の情報は添付して送 

りませんので、受信日時を表示するｿﾌﾄでは日時を表示しますが、送信日時を表示するｿﾌﾄでは日時は空欄と 

なりますのでご了承下さい。 尚、ﾌﾟﾛｷｼ･ｻｰﾊﾞｰ及びｻﾌﾞﾐｯｼｮﾝ PORT587、AUTHには対応しておりません。 

・ ＜免責事項＞当キツトのハード、ソフトを使用することで、生じた損害・損失は直接・間接を含め、いかなる 

 ものでも保証・責任を負うものでは有りませんのでご了承下さい。 

 



■メイラー・ボード・キット部品リスト  基板名：ＴＳ－Ｍａｉｌ０１ 

 部 品 名  基板上記号 実 装 □ 型   番  数   

IC IC1 ● □ H8/3068F(or 3069F) 1 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ書き込み済みﾏｲｺﾝ 

 IC2 ● □ RTL8019 1 LANｺﾝﾄﾛｰﾗｰ 

 IC3  □ MAX232等 1 ★オプション 

 IC4  □ LM7805 1 5V ３端子ﾚｷﾞｭﾚｰﾀｰ 

 IC5  □ AT93C46 1 MACアドレス書き込み済 （ 黄色ﾏｰｸ付 ） 

  IC6  □ AT93C86 1 設定DATA記録用 

D DB1  □ W02L 1 ブリッジ･ﾀﾞｲｵｰﾄﾞ 

  D1  □ 1S1588等 1 H8リセット用 

  D2  □ 1 送信用LED赤5φ 

 D3  □ 1 電源用LED緑5φ 

R R1,R2,R3 ● □ 1KΩ 3   

 R4,R5 ● □ 100Ω 2

 R6-R11 ● □ 10KΩ 6   

 R12 ● □ 1KΩ 1

 R9,R11 ● □ 10KΩ 2

 RN1-RN3  □ M9-1 103J  10KΩx8 3 MODULE抵抗 

 RN4  □ M9-1 105J  1MΩx8 1 MODULE抵抗 

         

C C1  □ 47μF 1  

 C2  □ 4.7μF 1  

 C3,C4 ● □ 22Ｐ 2   

 C5-C8 ● □ 0.1μ 4   

 C9,C10 ● □ 0.01μ 2   

 C11-C21 ● □ 0.1μ 11

          

X'TAL X1  □ 20MHz 1   

DIP-SW DS1,DS2  □ EDS108S99等 2 IPｱﾄﾞﾚｽ設定用 ＤＩＰｽｲｯﾁ 

ﾀｸﾄSW S1-S8  □ 8 手動送信ﾄﾘｶﾞ･ｽｲｯﾁ用  

DCｺﾈｸﾀ J1  □ MJ-179P 1 電源用  

LANｺﾈｸﾀ J2  □ J0011D21B 1 ﾄﾗﾝｽ内臓RJ-45 

ﾀﾞﾌﾞﾙﾋﾟﾝﾍｯﾀﾞｰ CN1-2,JP2   □  1 2X40 切り出して使用 

8Pｿｹｯﾄ    □  2 IC5,IC6用 

16Pｿｹｯﾄ    □  1 ★オプション IC3 Max232用 

ｼﾝｸﾞﾙﾋﾟﾝﾍｯﾀﾞｰ  CN4  □   1 ★オプション 

ｼｮｰﾄﾋﾟﾝ   JP2  □   1 ＤＨＣＰセット用 

ｼｮｰﾄﾋﾟﾝ  JP1  □ 2★オプション 

                ●は、出荷時に既に実装済みのチップ部品等です。 

    

★製作前に上記部品・数料をご確認下さい。万が一、不足等ございましたら、お手数でも製作前にお申し出下さいますよ

うお願い致します。 

★改良の為、予告無く部品等が変更になる場合がございます。その際は変更・訂正のﾃﾞｰﾀｰが折り込ま 

  れておりますので、それらを必ずお読みになってから本文をお読みくださいます様お願いいたします。 

★ このキットは、両面ガラス・スルホール基板を使用しています。間違って部品をハンダ付けしますと、専用 

 工具でなければ部品を取り外すことが大変難しい場合が有ります。回路図、パーツリスト等を十分に確認 

 してからハンダ付けしてください。 

※ｽﾙﾎｰﾙ基板とは、基板に在る穴は筒状のメッキを施した導電性で、基板表面と裏面とを電気的に導通しております。 

  半田後むりやり部品を抜いたり、むやみに穴を大きくしたりすると導通が無くなり動作しなくなったりします。 

 



 ■ 基    板 

       

    寸法： 100mm x 70mm       

    ガラス・エポキシ１．６mm厚               

    両面スルホール基板 

              

    四隅の取り付けネジ穴寸法 

    85mm ｘ 60ｍｍ 3.2φ 

    

    F.G はﾌﾚｰﾑｸﾞﾗﾝﾄﾞ  

 

   右側のｶｰﾄﾞｴｯｼﾞ部分は、  

   出荷時H8 ﾏｲｺﾝにﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

   を書く為のもので、実際には 

   使用いたしません。 

 

■ 組み立て 

  向きの有る部品等部品実体図 

 

１． 組み立てにあたって、前のページに有りますパーツリストと部品を確認します。パーツリストに有る［基 

     板上記号］の記号と基板上の同じ記号に部品をハンダ付けしていきます。基本的には背の低い部品か 

      ら取付けて生きますが、上記図の向きの有る部品は特に注意してハンダしてください。 このキットに使 

    用しています基板は両面ｶﾞﾗｽ･ｽﾙﾎｰﾙという基板で、ﾊﾝﾀﾞ後に部品を取り外す場合、専用工具等でなけ 

    ればならない場合があるからです。良く確認してからハンダ付け作業を行なってください。 

２． このキットでは、H8マイコン、LANｺﾝﾄﾛｰﾗｰRTL8012、抵抗、一部を除くｺﾝﾃﾞﾝｻｰの39の部品は既に機

械で実装されています（ﾊﾟｰﾂﾘｽﾄで●マークの部品）。 

    初めに取りつける部品の順番としては、まず背の低い部品、ﾀﾞｲｵｰﾄﾞ(D1)、20MHｚｸﾘｽﾀﾙ(X1)、三端 

    子ﾚｷﾞｭﾚｰﾀｰ（IC4）、８ピンＩＣソケットを順番に取り付けて行きます。向きの有る部品に注意します。 

     （前述の実体図を参照） 

３．  その後、DIP ｽｲｯﾁ（DS1,DS2）、ＭＯＤＵＬＥ抵抗（ＲＮ1-4）、ﾌﾞﾘｯｼﾞﾀﾞｲｵｰﾄﾞ（DB1）、ﾀｸﾄｽｲｯﾁ（S1-8）、 

    LED（D2赤,D3緑）、電解ｺﾝﾃﾞﾝｻ（C1,C2）、と取り付けていきます。 

４．  最後に大物部品を取り付けて行きます。電源用DC ｺﾈｸﾀ（J1）、LAN ｺﾈｸﾀ（J2）、各種ｺﾈｸﾀを取りつけ 

    ます。 CN1,CN2,J2 のﾀﾞﾌﾞﾙ･ﾋﾟﾝ･ﾍｯﾀﾞｰは、必要な長さにｶｯﾀｰ等で切って取り付けてください。 

５．  IC5 の 93C46（黄色ﾏｰｸ付）, IC6 の 93C86 を位置と向きを間違えないようにｿｹｯﾄに差し込みます。 

５．  完成しましたら、電源を入れる前に十分回路を目視点検を行ってから投入してください。 ﾃｽﾀｰがあれ 

    ば電源投入時、約６０ｍＡ程度ですから、これ以上に流れた場合は、即電源を切り点検してください。 

６．  電源を入れると緑の電源LEDが点灯します。 LANケーブルを LAN コネクタに差し込み接続します。   

    LAN接続されると、LAN コネクタの緑のLED（LINK）が点灯、パケットが流れていると黄色のＬＥD 

    (RX)がチカチカと点滅します。（ＬＡＮｹｰﾌﾞﾙ： ﾊﾌﾞ対ﾒｰﾗｰはｽﾄﾚｰﾄ、ＰＣ対ﾒｰﾗｰの接続はｸﾛｽを使用） 

 ＜組み立ては完了です＞ 



■ 各種設定 

  メーラーの各種設定を行います。 （設定テ゜―タは、全て IC6の EE-PROM９３Ｃ８６に記録されます。） 

  まず、使用する LAN環境を確認します。 使用するＬＡＮが接続されているパソコンを使用して確認します。 

  「スタート」→「すべてのプログラム」→「アクセサリー」→「コマンドプロンプト」を実行します。（例 ＷｉｎＸＰ） 

  キーボードから、 ＩＰＣＯＮＦＩＧ [Enter]と入力します。 

   例として画面に下の図の様に表示されます。 

これは、現在使用しているパソコンのＩＰｱﾄﾞﾚｽは 

１９２．１６８．０．２ である事を示しています。 

ですから、使用するＬＡＮのＩＰｱﾄﾞﾚｽは、192.168.0 の 

ｸﾞﾙｰﾌﾟとなりﾊﾟｿｺﾝは「機器番号2」を使用している事に 

なります。 確認が終わったら。 ＥＸＩＴ ［Ｅｎｔｅｒ］と入力

しｺﾏﾝﾄﾞﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄを終了します。 

この例での LAN 環境で今後使用するＬＡＮのＩＰｱﾄﾞﾚｽは、    

192.168.0.ｘ が基本になります。（ ｘ は０～255 まで使 

用可能で、使用されていない機器番号を使用します。） 

               ご自分のﾊﾟｿｺﾝで、この基本を 

設     定                                         調べて於いてください。 

各種設定を行います。 

例としてメーラーのＩＰｱﾄﾞﾚｽを 192.168.0.200 とします。 

   後述の「DIP スイッチによる IP アドレス設定にについて」の表を参照してDIP ｽｲｯﾁをセットします。 

192.168.は固定となっており、以下をDIP スイッチ A(DS1),B(DS2)で設定します。 

192.168.A(DS1).B(DS2)となり１０進数を２進数に変換してDIPスイッチで設定します。 DIPｽｲｯﾁによる設定

は電源が投入された時にマイコンが読み込み確定します。 

例： IP アドレスを 192.168.0.200 に設定する場合（後述のＤＩＰｽｲｯﾁの設定表参照） 

   まず、メーラーに電源が入っている場合は、電源を切っておきます。 

   DS1＝0＝00000000  SD2=200＝00010011 （0 はｽｲｯﾁを ON位置 1はｽｲｯﾁを OFFの位置） 

   と A（DS1）と B（DS2）のスイッチをﾋﾟﾝｾｯﾄ等で操作してセットします。 

※A(DS1).B(DS2)共に「0」の場合又はＪＰ2 ｼｮｰﾄは、DHCPモード（IP自動取得モード）となります。 

DIP スイッチを設定したら、LANケーブルが接続されている事を確認、電源を入れます。電源ﾗﾝﾌﾟ点灯を 

確認、LAN ｺﾈｸﾀｰにある LINK ランプ点灯も確認します。 

パソコンのブラウザを起動します。（ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ・ｴｸｽﾌﾟﾛｰﾗ等） 

アドレス欄より以下を入力します。（IP ｱﾄﾞﾚｽは一例です） 

   http://192.168.0.200/page1[Enter] 

すると、ﾒｰﾗｰ･ﾎﾞｰﾄﾞの HTML ｻｰﾊﾞｰが応答し初期設定 

画面（mail option 設定画面）がﾎﾞｰﾄﾞより送られてﾊﾟｿｺﾝ 

の画面に表示されます。 

 

◆ ﾒｰﾗｰ･ﾎﾞｰﾄﾞより送られる設定画面は３画面有り、以下の設定を行います。 

 Page 1: ﾒｰﾙｵﾌﾟｼｮﾝ設定画面  ( 画面呼び出し http://192.168.0.200/page1[Enter] ) 

     ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞｰ、ﾒｰﾙ ID、ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ、DNS/ｹﾞｰﾄｳｴｲ IP ｱﾄﾞﾚｽ等の基本ﾃﾞｰﾀの設定登録を行います。 

 Page 2: ﾃﾞｼﾞﾀﾙｲﾍﾞﾝﾄ設定画面 ( 画面呼び出し http://192.168.0.200/page2[Enter] ) 

     ﾃﾞｼﾞﾀﾙのｲﾍﾞﾝﾄ発生時の各CH毎のｲﾍﾞﾝﾄ種別、送信先、送信ﾒｯｾｰｼﾞ等の設定登録を行います。 

 Page 3: ｱﾅﾛｸｲﾍﾞﾝﾄ設定画面  ( 画面呼び出し http://192.168.0.200/page3[Enter] ) 

     ｱﾅﾛｸﾞのｲﾍﾞﾝﾄ発生時の各CH毎のｲﾍﾞﾝﾄ種別、送信先、送信ﾒｯｾｰｼﾞ等の設定登録を行います。 

 Page2,Page3 共通：送信先アドレス設定 

     送信先のﾒｰﾙ･ｱﾄﾞﾚｽを設定登録を行います。 ８ｱﾄﾞﾚｽまで 

※ 注意 :： ﾊﾟｿｺﾝと１対 1でＬＡＮｸﾛｽｹｰﾌﾞﾙで接続し、各種設定を行う場合は、ﾊﾟｿｺﾝのＩＰｱﾄﾞﾚｽは自動取 

        得は無く手動取得にて設定してください。 

後のﾒｰﾙｵﾌﾟｼｮﾝの設定で使用する

ｹｰﾄｳｪｲｱﾄﾞﾚｽは、このＩＰｱﾄﾞﾚｽです



◆メールオプション設定画面 （ Ｐａｇｅ１ ） 

 この画面では、ﾌﾟﾛﾞｲﾀﾞｰ関連の基本的データを入力して設定記憶させます。  

 ﾊﾟｿｺﾝ上での設定と同じ要領で、ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞｰから届いた「お客様情報」を入力します。 

 

■  

 

◆デジタルイベント設定画面 （ Ｐａｇｅ２ ） 

    この画面では、デジタル入力に関する各種設定をして記憶させます。 

    基板上の８個のｽｲｯﾁ（外部端子も同様に連動）は各ＣＨ1からＣＨ8に対応しており、該当のｽｲｯﾁが押 

    される（ｲﾍﾞﾝﾄ発生）と対応したＣＨの設定固定文を指定したﾒｰﾙ･ｱﾄﾞﾚｽに送信します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ・ イベント    入力端子がＨ-＞Ｌになった時か、Ｌ-＞Ｈになった時にメール送信するかを選択。 

              基板上のスイッチを使用する場合は、全てＨ-＞Ｌを選択します。 

   ・ 送信先     どのﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽへﾒｰﾙを送るかを選択します。Ａ1～Ａ8 

              次項の送信先アドレス設定で設定したアドレスを指定します。 

   ・ 送 信     メール送信を有効にするかしないかの指定。チェックを入れるとそのＣＨは送信します。 

   ・ 件 名     件名の設定。漢字６文字（半角英数１２文字） 

   ・ コメント    本文の設定。漢字１０文字（半角英数２０文字） 

 

   ※ 注意 ：  各ＣＨ毎に入力が終了したら、必ず「設定」ボタンをクリックして登録して下さい。 

 

記憶する時、必ず押します ＳＭＴＰｻｰﾊﾞｰ名を入力（例:：ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽの＠以下）

自分のﾒｰﾙ･ｱﾄﾞﾚｽを入力 

ＰＯＰ３ｻｰﾊﾞｰ名を入力 

ﾒｰﾙ･ﾕｰｻﾞｰＩＤを入力 

ﾒｰﾙ･ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞを入力 （文字は 隠れません） 

ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞｰのﾈｰﾑｻｰﾊﾞｰ（ＤＮＳｻｰﾊﾞｰ）のＩＰｱﾄﾞﾚｽを入力 

※設定が終わりDHCP ﾓｰﾄﾞにすると自動取得します。 

自分のＬＡＮに繋がるﾙｰﾀｰ/ｹﾞｰﾄｳｴｲのﾛｰｶﾙＩＰｱﾄﾞﾚｽを入力

一般的には192.168.0.1 か 192.168.1.1 が多い （前項参照）

記憶する時、必ず押します

未登録の状態 



  ◇送信先メール・アドレスの設定 

     

 ここで送信先のメール・アドレスを入力します。 

 アドレスは、８箇所まで登録が可能です。 

 文字数は、半角英数で最大 ４８文字まで。 

※ 最近極端に長いﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽが有りますが 

    48文字以上は使用出来ませんのでご注意 

    下さい。  

※ 注意 ：各ＣＨの入力が終了したら、必ず 

    「設定」ボタンをクリックして登録して下さ 

    い。 登録する文字数が多い場合やＬＡＮ 

    環境によっては、登録する時間が長くなる 

    場合があります。 

 

    この設定は、後述のｱﾅﾛｸﾞｲﾍﾞﾝﾄ設定でも共通しており、同様に設定が可能です。 

 

 

◆アナログイベント設定画面 （ Ｐａｇｅ３ ） 

    この画面では、アナログ入力に関する各種設定をして記憶させます。 

    外部入力端子とＣＨは対応しており、ある入力端子に加えられた電圧を監視し、設定された条件に 

    なった時に対応したＣＨの設定固定文を指定したﾒｰﾙ･ｱﾄﾞﾚｽに送信します。 

    ・ ｽﾚｯｼｮﾙﾄﾞ   入力端子に加えられる電圧値（A/Dの値）。0Ｖ＝（0）, 5Ｖ＝（1024）（下記の表参照） 

    ・ ﾋｽﾃﾘｼｽ    電圧比較の場合有る電圧まで変化してｲﾍﾞﾝﾄが発生しますが、送信後再度監視する為 

              ｲﾍﾞﾝﾄ発生を繰り返す事になり、一度ｲﾍﾞﾝﾄが発生したら在る電圧まで逆に戻らなけれ 

              ば再度ｲﾍﾞﾝﾄ発生させない為の数値です。電圧が極端に変化以外1-2％で設定します。 

     

    ・ ｽﾛｰﾌﾟ     電圧が上昇して在る設定した電圧でｲﾍﾞﾝﾄ発生 Ｌ-＞Ｈ 

              電圧が下降して在る設定した電圧でｲﾍﾞﾝﾄ発生 Ｌ＜-Ｈ 



   ・ 送信先    どのﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽへﾒｰﾙを送るかを選択します。Ａ1～Ａ8 

             前項の送信先アドレス設定で設定したアドレスを指定します。 

   ・ 送 信     メール送信を有効にするかしないかの指定。チェックを入れるとそのＣＨは送信します。 

   ・ 件 名     件名の設定。漢字６文字（半角英数１２文字） 

   ・ コメント    本文の設定。漢字１０文字（半角英数２０文字） 

    

    ※ 注意 ：  各ＣＨ毎に入力が終了したら、必ず「設定」ボタンをクリックして登録して下さい。           

 

    全ての設定データは、IC6のＥＥ－ＰＲＯＭ（93Ｃ86）に記録され、電源が切れている時にも保護されます。 

   但し、書き込み中に電源が切れた場合は、データーが欠落する可能性が有りますので注意が必要です。 

    [ヒント] 93C86 を別なものと交換する事によって、別の設定とそっくり切り替える事が出来ます。  

      

◎ DIP スイッチによる IP アドレス設定にについての変換表 

192.168.A(DS1).B(DS2)となり下記表（DS1,DS2共通）で１０進数を２進数に変換してDIP スイッチで 

設定します。 設定は次回電源投入時に確定します。 

10進数200の場合、２進数では 00010011 となる。（0はｽｲｯﾁを ON位置 1はｽｲｯﾁを OFFの位置） 

 



■ 最終動作確認 

  全ての必要な設定登録と LAN環境が整いましたら動かしてみます。 手動 IP設定でも良いのですが、実 

  際に使用する場合には、DHCP ﾓｰﾄﾞで動作させるのが何かと都合が良いと思います。DIP ｽｲｯﾁを全て on 

  (即ち全て［0］で DHCP ﾓｰﾄﾞ)かＪＰ2 をｼｮｰﾄにして電源を入れます。電源ランプ（緑）、LAN ｺﾈｸﾀｰの LINK 

  ランプ（緑）の点灯を確認。設定したﾃﾞｼﾞﾀﾙｲﾍﾞﾝﾄ CHの基板上ｽｲｯﾁを押します。 電源ランプの下のTXラ 

  ンプ（赤）が点滅してﾒｰﾙ送信します。 （ﾃｽﾄ用に自分のﾊﾟｿｺﾝや携帯電話のﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽを設定しておくとい   

  いと思います）。  ﾒｰﾙが指定したｱﾄﾞﾚｽに着信すれば、動作もOK。 これで完成いたしました。 

  （携帯電話のﾒｰﾙは、使用頻度の多い時間帯ではﾄﾗﾌｨｯｸが混雑する為、ﾒｰﾙ到着がかなり遅れる事があり   

   ますので、即時性のある使用には注意が必要です。） 

◎ デジタル入力について （ｺﾈｸﾀｰ CN2） 

  デジタル入力端子は、10KΩの抵抗でﾌﾟﾙｱｯﾌﾟされています。 

  外付けでスイッチ等の接点を接続する事が可能です。 

  基板上のスイッチとは、パラ接続となっており連動します。 

  又、外部ｽｲｯﾁを使用する場合、できれば 50ｃｍ以下の長さで 

  接続して下さい。 

◎ アナログ入力について （ｺﾈｸﾀｰ CN3） 

  アナログ入力端子は 1MΩの抵抗でﾌﾟﾙﾀﾞｳﾝされています。  

  この端子から、０～+5Vの直流電圧を入力します。 

  この端子は、H8 ﾏｲｺﾝのｱﾅﾛｸﾞﾎﾟｰﾄに直接接続していますの 

  で、基板上のVCC電圧（5V）以上の電圧を印加すると、マイコンが壊れますので注意が必要です。 

★ ｵﾌﾟｼｮﾝの MAX232、D-sub９ﾋﾟﾝ・ｺﾈｸﾀと JP1 について (必要な場合は、別途ご用意ください。) 

 このﾒｰﾗｰ･ﾎﾞｰﾄﾞは、出荷時に H8 ﾏｲｺﾝのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは書き込んだ状

態になっています。 将来のﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟやご自身でこのﾎﾞｰﾄﾞを利

用して何かを作られる方の為に、H8 にﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの書き込みを可能に

する為に RS-232C のﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ（MAX232）を載せられるﾊﾟﾀｰﾝが用意

されています。MAX232 ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ ICとD-sub９ﾋﾟﾝのｺﾈｸﾀｰを用意する

ことで書き込む事が出来ます。 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの書き込みｿﾌﾄは、ﾌﾘｰで出

回っているH8/3068F（or3069F）が使用できるものをご用意ください。 

MAX232 を IC３のﾊﾟﾀｰﾝに１６ﾋﾟﾝのｿｹｯﾄをﾊﾝﾀﾞしてそのｿｹｯﾄに差し

込みます。D-sub９ﾋﾟﾝの半田付けﾀｲﾌﾟのメスコネクターを左の図の 

様に配線して基板のCN4にある TX,RX,GND と接続してください。 

書き込み時のみ、書き込みﾓｰﾄﾞにする為JP1の 1と 2、3 と 4をｼﾞｬﾝ 

ﾊﾟｰｼｮｰﾄします。 書き込み後は、ｼﾞｬﾝﾊﾟｰを外し開放してください。 

 

  今後共、末永くご使用頂きます様お願い申し上げます。  

           ◎お問い合わせは下記までメールか往復ﾊｶﾞｷにてお願い致します。 
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メーラー・ボード・キット回路図 

 



 基板実体図 
   実装部品以外にハンダ付けする部品と位置です。 

   製作時、説明書に合わせて参考にしてください。 

   特に、向きのある部品には、特に注意して製作してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 このキットと他のキットに関する情報は、下記で 

 

  http://www.tristate.ne.jp 
 

  ご質問等は E-mail : info@tristate.ne.jp  まで 
 

 

 

ＬＡＮｺﾈｸﾀｰ 

ﾄﾗﾝｽ内臓型 

＜ｵﾌﾟｼｮﾝ＞ 

MAX232 とｺﾈｸﾀ

３端子ﾚｷﾞｭﾚｰﾀｰ

７８０５ ＤＣ5Ｖ 
電源ｼﾞｬｯｸ 

2.1ｍｍΦ標準ﾀｲﾌﾟ

ＤＣ8-24Ｖ  

電解ｺﾝﾃﾞﾝｻ

47μＦ 

向きに注意

ﾌﾞﾘｯｼﾞﾀﾞｲｵｰﾄﾞ

電源ﾗﾝﾌﾟ（青）

MAC ｱﾄﾞﾚｽ用ﾒﾓﾘ

93C46 要注意

黄色丸マーク有り

送信ﾗﾝﾌﾟ（赤）

ﾃﾞｰﾀ用 ﾒﾓﾘ 

93C86 要注意

LAN ｺﾝﾄﾛｰﾗｰ

RTL8019AS 

Ｈ８ﾏｲｺﾝ 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙｲﾍﾞﾝﾄ用ｽｲｯﾁ 

ＣＨ1～ＣＨ8 

ＩＰｱﾄﾞﾚｽ設定用ＤＩＰｽｲｯﾁ２個

Ａ （ＤＳ1），Ｂ （ＤＳ2） 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙｲﾍﾞﾝﾄ外部入

力端子 ｽｲｯﾁと並列 

ｱﾅﾛｸﾞｲﾍﾞﾝﾄ入力端子 

ＤＣ0Ｖ～+5Ｖ 

20ＭＨｚｸﾘｽﾀﾙ 

ﾘｾｯﾄ用電界ｺﾝ

ﾃﾞﾝｻとﾀﾞｲｵｰﾄﾞ 

向きに注意 

MODUL抵抗 

1MΩｘ１、10KΩｘ３

＜ｵﾌﾟｼｮﾝ＞ 

Ｈ８書き込み用ｼﾞｬﾝﾊﾟｰ 

右側のｶｰﾄﾞｴｯｼﾞｺ

ﾈｸﾀは出荷時Ｈ８

ﾏｲｺﾝにﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑす

る為のもので実

際には使用しま

せん。 

ＪＰ2 ショートする

と 

ＤＨＣＰﾓｰﾄﾞになる


